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1．緒 言

 さきに旧牛込区の身体的栄養状態につV・て，昭

tw 21年5月より同22年8月・にv・たる調査の結，果

を種々なる方法により種々なる角度より研究し，

それらの結果を3回にわたり本報告（その1），

（その2），（その3）（■）（2）（3）において報告した。

しかして，今回は前回までに報告しなかった事項

について補足する意味において追加報告を試みよ

うと思う。すなわち，性別症候別については昨年

11月以後1ク年間の集計せるもののそれを，血

圧に関しては回報（その3）において記載しなか

った1部を，また体温，脈搏に関しては今回始め

て発表するものである。

■．調査方法
 調査方法に関しての詳細ば前3，回の報告にて詳述せ

し定ころであり，特に調査項目及びその方法に関してに

本報告（その1）な参照されアこい（D。しかして，前回ま

でに記載じなかつ7；事項及び今回の研究方法において

必要なるもののみた記述するこミにすろ。

 1）資料ば昭和21年5月より，同8月，11月及び同

22年2月，5月，8月の6回にわ詣り行つナこもので，

その中1部報告済みのものば該当事項のみ除外し，調査

洩れ及び不明瞭なるものlt凡て除外し7こ。

 2） 体温測定：体温は測定時閲，即ち午前，午後に

よってもこεなるこミがあきらかであtJ，常に一定時間

に行うべ告が理想的であるが，諸種の事情より不可能な「

るアこめ午前g時～12時，午後1時～4時迄の間に行つ

アこものである。 体温計は柏木及び仁丹の1分計なもっ

て静止四坐位の状態にして腋窩に5分間挿入しその示

度勉ミリ，特に36。C以下の者については再度の検温な

行い，すべて可及的二重にしその正確性な期し7；。

 3） 脈搏測定：脈搏ば暫時欝坐させれる後正確に心

骨部において，必ず1分間の脈数たかぞえ六値である。

なお，調査時期及び時間勉こEtこするものな集計Cしも

のであるが，体温，脈搏εもに2月，5月，8月，11月

の1ケ年の各期にわ☆るものであり，時間も同様であっ

て，ます数値ば凡て1ケ年の不均化され7こものiS見徹し

てさしつかえないであろう。

皿．調査成績
 1）性別症候別栄養歌態

 ます，第1表に示したごとく，13項目について

調査せるものの症候発現朕況を性別に見ることに

する。ここに掲げたものは，昭和21年ll月，

同22年2月，5月，8月の各期における4回の

成績の集計である。しかして，この表よりあきら

かなごとく，体重減少は男子54。18％，：女子53．55

％にして，性別をとわす最：高率をしめし，男子の

方がわすかながら高i率である。体重減少に闘して

は特に詳細に本報告（その3）において記述した

から参照され度V㌧（3）。

 ついで，厚生省有本課長による全国の調査に：よ

ると（a），栄養不足に原因すると思われる種kの諸

症候の申肇現率の高いものは都市，農村を通じて

最も多いものが月経異常と母乳分泌不良であ．り，
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第1表性別症候発現表

症 候

1）体 重： 減  少

2）貧      血

3）ロ   ：角   炎

4）舌       炎

5）腱・反射直向
6）浮     ・ 腫：

7）毛孔性角化症

8）慢性下痢
9）月経遅延叉は無月糧

10）脈 数 減  少

11）母乳分泌不頁：

12） 角膜重乞燥又lt軟千ヒ症

13）骨発育不全

男 子 子 守 ．計

実数三三塵「劉醗髪瞬樋1西湘順位
175

81

53

 6

59

40

 6

19

12

54．18

25．08

16．41

1．86

18．27

12．38

1．86

5．88

1

2

4

8

3

5

8

6

3．72 ・［ 一 7

279

168

 68

 18

185

166

 13

 18

 42
（玉57）

 16
 ユ3
（30）

53．55

32．25

13．05

3．45

35．51

31．86

2．50

3．45

26．75

3．07

1

4

7

9

3

5

8

9

6

11

454 1

249 i

121

24 ・

244 1
206 1

19 1

37 i

s3．7g 1 1

29．50．

14．34

2．84

28．91

24．41

2．25

4．38

281 3．32

2

5

8

3

4

9

6

7

附男子被検者323名，女子521名。（）内ば被検者該当数か赤す。

これに：ついで，腱反射浩失，ロ角炎，貧血となっ

ている。これを本調査と比鞍してみるに，本調査

におい七も前記症候はあきらかに高率を示してV・

る。すなわち，体重減少についで母乳分泌不良，

貧血腱反射三酉，月経異常，浮腫，口角炎の順

位である。ここにおいて熱量の不足はともかく，

全般的にみて栄養掻取が依然として質的，量的に

不均衡なることが明瞭にうらがきされているので

       第2表 浄  腫

這富熱川陣子一計
      ＞1

ある。

 また，性別の差異についてみるに，男子において

体重減少，脈数減少がわすかながら高く，つV・で口

角炎がやや高く，燥性下痢は女子のL5倍強高率

である。しかして，女子に高率なるは浮腫及び腱

反射治失におや・て最も著明であり，この性別の差，

の有意性をκ2により検すると，（第2表及び第3

表参照）浮腫ts x2＝23．40，－P＜0．001，腱反射消

   第3表 腱反射消失

40

283

66 1 206

355 1 638

［熱血置・子女子

浮腫あるもの

浮腫なきもの

計  1323

x2＝23．40 P〈O．OOI

ngtlrl－s－tiMi

滑失tfるもの

正常なるもの

59

264
ii2－3

i85

336

計

計

244

600

5刎

失はx2＝17．64， P＞0．001にしてV、すれもあき

らかに有意である。その他貧血及び毛孔性角化症

は女子におV・て高率である。        1

 なお，月経異常及’び母乳分泌不良は全国におけ

る都市農村を通じて最：高であり，当区においても

2割5分及び4割にも達する発現率であり，食料

事情の窮乏は経済問題とからみあって，多くの女

x2＝17．64 Pく0．001

］・lll［44 j

性の心身の過労を物語る重要な唱歌の一つの証拠

ではなかろうか。・さらに症候発見数の性別の平均

値をみると，男子tt 一一人当り1．40の症候を有す

ることになり，女子は一人当り1．90の症候を有

することになる。すなわち，女子の方が0．5症．

欣多く，ほとんど1人亭均2症歌を有する歌態で

ある。
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  2）体温よりみたる身体朕況に：ついて

  体温．を性別年齢別にみるに衣の第4表ρごとく

である。この表によってもわかる様に，ます注目

されるのは・低体温者，即ち36℃に回しない者

                         第4表 性別年

の非常に多きこ．とである。そこでこの低体温者に

属する者の割合をわかりよくするため次の第5回

忌一括してみよう。いまかりに個人的な早臥が不

明であるし，また，その栄養丁丁如何による体温

令別体温度数分布

体 温
男 子

O一一9オ

・一35．sO

35．6一一35．70’

35．8－v35．90

36．0一一一36．le

36．2・一一36．30

36．4－v36．5e一

36．6一．36．70

1．0一一19 20一一29 30・一39

    ］・

（1．25）

    1

（1．25）

   13

（16．25）

    9

（11．25）

   13

（16，25）

   14

てエ7．50） ！

       E

（，，1？，， 1

   ユ4 ；

（17．so） ［

   3

（3．80）’

   2

（2．53）

   6

（7．59）

  12
（15119） 1

   10 i

（12．66） 一 j
   8  1

（10．13）

   4

（16．00）

     4

 （16．00）

     3

（12．00）

     7

（28．OQ）

     3

  12．00）

     2

  （8．00）

     2

， （8．00）

  1

（5．55）

   2

（U．工．1）

   2

（11．U）

   3

（16．67）

   2

（11．11）

   5

C27．78）

40一一49 50・．59

   3

C13．64）

   2

（9．09）

   3

（13．64）

   6

（27．27）

   4

（18．18）

   2

（9．09）

   1

（4．54）

   1

（3．45）

   4

（ユ3．80）

   3

（10．34）

（20．8g） i

60一一

   1．

（9．09）

   3

（27．28）

   1

（9．09）

   2’

（1＆18）

   2

（18．18）

1 計

36．8・一一36．9a

37．oo．v

計

体 温

・．・35．so

35．6・v35．70

35．8－v3s．ge

36：0・一36．le

36．2一．36．30

36．4－w36．5e

36．6－t36．70

36．8一一36．90

   10

（12．66）

  13

（16．45）

   IS

（18．99）

        ヨ   80 1  79
（100．00） 1「1：100．00）

        E

   25

（100．00）

   3

（16．67）

g   ユ
（4．54）一

    （8 1 22
（100．00） ［ （100．00）

   7

（24．14）

   3

（10．34）

   3

（10．34）

  2

（6．90）

  1

（9．09）

  1一

（9．09）

   ．29

（100．00）

   Zl

（ユ00．00）

V ，，．2，，

    16

   （6．06）一

    16

   （6．06）

  ． 45

  （ユ7．04）

    38

  （14．39）

    35

  （13．26）

    37

  （14．02）

    31

  （11．74）

    37’

 （14．02）

  264

（100．00）

女 子

・一♀オ1・・一一・9

   2

（1．64）

   3

（2．4・6）

   3

（2．46）

  19一

（15．57）

   15

（12．30）

   17

（13．93）

  24

（19．67）

   15

（12．30）

  24

（19．67）

   4

（5．80）

   2

（2．90）

   8

（11．59）

  13

（18．84）

  ユ0
（14．49）

   6

（8．70）

   5

（7．25）

  ll

（15．94）

   10

（14．49）

20－2g 1 30一一39’
40・一49 50一一59

   f．一1

（4．94）

   4

（4．94） i

   3 1

（3．70）

   11

（13．58）

   16

（19．75）

  11．

C13．58）

  12

C14．82）

   8

（9．88）

  12 I

a4・8i） 1

   7

（8．54）

   4

（4．88）

   7

（8．54），

  12

（14．63）

  11’

（13．41）

  10
（12．20）

  14

（17．07）

   5

（6．］，O）

  12

（14．63）

   71

（9．33）

   8

（10。67）

   6

（8。00）

  12．

（16．00）

  12

（16．00）
        

（1319・）．1

（ 7X．33）｝

   8

（10．67） 1
       ヒ

   5  1

（4．67）

    2

 （6．90）

    3

（10．34）

    2

 （6．90）

    6

（20．69）

    4

（13．79）

    5

（17．24）

    1

 （3．45）

    2

 （6．90）

．  4
（13．79）

60－v

   1

（10．00）

   2

C20．00）

   2

（20．00）

   1

（10．00）

   2

（20．OQ）

   1

（10．00）

   1

（10．00）

計

37．．oe－v

計 1  ユ22
（100．00）

    69

一（100．oo）

   81

（100．00）

   82

（100．00）

  27

（5．77）

  24・

（5．13）

  31

（6．62）

   75

（16．03）

  69

C14．74）

   61

（13．03）

  64

（13．68）

  50

（10．68）

  67

（14．32）

   75 1 一29
（100．00） 1 （［100．OQ）

   10 1 468
（100．00） i （100．00）
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第5表 性別年令別低体温者
性  別

男 子
女  子

b一一．．ll一一L ?堰C6：，：］iglTl，｝6：，．．一！’S”

   「           ト

30－39 1 40一一・49 1 50－59

2．50

6．56

13．g2 1

a．．g：ag“一．1

16．00

13．58

計」’・・961・6・89

16．66 1 36．37

21．96 ［ 28．00

14．15

27．59

24．14

21，00 1・ 29．90 11 25．86

60一一一

45．46

30．00

38．00

計

15．53

17．s2 1

．rv一．一．一n
’ 16．80

の動揺もわからないので，36。Cに達しない者の

％を示してみた。休濫の比較的高い年齢，即ち，

ON9歳に於ても，男子215％，女子6．56％を示

し，年齢の増加に俘い低体温者の割合は次第に増

加しており，60歳以上では，男子45．5％，女子

30．00％に達し，非常な高率を示してV・る。ただ，

女子において10歳代と20歳代が異例的に逆に

なっているが，その他は年齢増減と低体温者の割

合の増減と全く一致している。

これに対凸し，第4表よりあきらかなごとく，37。C

以上の者は0～9歳までの当然かなりの率を予想

されう年齢においでも男女とも20％に達してい

す，若青年期には平熱として微熱所有者の相当に

存在することがあきらかなるにも拘らずV・すれも

低率である。性別年齢別につV・ては豊前のそれと

比較することは煩雑となりすぎるから，1例を挙げ

て参考に供しよう。即ち，河合による（5）37．1。C

以上の所謂微熱者の率は高等女学校生徒14・）19

歳において68．22±1．09％を示しているに反し，

本調査の10～19歳のそれは14．49％に過ぎない

歌態である。したがって本調査では37。Cを含め

て当時の約1／5弱となり，非常に微熱者の割合が

小となっている。但し，河合（rt）及び後述する吉岡

等⑥における調査方法は最高体温を求めるべく最

善をつくされており，筆者等のそれは時間的余裕

なく粗雑な方法によるものであるから，当然筆者

等の方が低き価を示していることは予想される。

しかしかかる点を老慮に入れても最近の体温は低

きにすぎるものと思われる。

 ついで，㌧一応平均値についての観察を試みてお

こう。性別年齢別平均体面を，つぎの第6表に示

す。これによると，算術早漏についてみるに，男

第6表 性別年令別体温4均値
  
性1李均値 0～9オ  10～19オ  20～29オ  30一｝39オ

男

子

・・一一49オ・・一59オ！6・オー

                36．29±0．0436．32土0．0536．05±0．041iEi士S， E．蒼．36，51土0．09‘36．35±0．03

 1Md ’i 36．s2 1 36．3s 1 36J32 ［ 36．3s E 3・s．gs

講晒溜㏄α酬∵細離1卿1酬

36．05＝ヒ0．04

 36．10

 35．88

、0．20士0．03

36．04±O．06

 35．92

 36．40

0．21土0。04

女

子

合

計

x±S．E，藷

 Md
 Mo
鋤土S．E． sx

農場S．E． i

 Md
 Mo

                  

36・38±0・02・36・40±0・041 36・32±O・．0236・29±0・03

 36．50      36．17       36驚32       36．30

 36・74135・72136・32 36・32
0・24±0・02iO・31士9・03旨0・22±0・02｝0・24±0・02

36．23±0．031 36．1S士0．04．

 36．13 1 36．1，3

 36．53 1 36．21
・・26士…21・・24±…3

36．ユ2土0．06

 36．10

 36．ユ8

0．20＝ヒ0．04

S⑳土S．E．sxi O．02±0．01
     F

36．39±O．O11 36．33±e．02

 36．51 i 36．32

 36．03 1 36．30

      0．26±ヒ0．02

「36．3・士・．・2B6．3・土・．・236．25±・．・236．25±・．・31き6．・7士・．・4

  36．32 ． 1 36．30 ［ 36．34 ［ 36．11 ・［ 35．96

  36．34 1 36．30 1 36．F2 i 35．83 1 36．40
 0．22士0．02  0．24±0．02  0．23±0．02  0．22±0．02i O．21土0．03

子でa，36．04。Cより36．51。Cの聞にあり，多

少の動揺はみとあられるが，大体年齢の若き者に

おいて高く，年齢の多きものは低い傾向がみられ

る9 しかして，正常範囲を’泥士翫として観察す

る1，C，吉岡等（6）の成績と比較してみると，正常範

囲の上界が從來はすべて37。C二王になっている

が，本調査の成績では，男子O～9歳の上界が，

37．280Cとなる他はv・す；れも36。C代にあり，女

一， 19 一
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子における10～19歳の36．09～36．71。Cが次位：

である。 この年齢における河合（5）の調査では

86．36・：．f 37． 48。Cであって，上界において0．770C

の著明な低下がみられ，下界におv・て0．27。Cの

低下がみられる。また，吉岡等 （6）によると，下

界が36。C以下のものは見うけられないが，本

調査では男子の50歳代をのぞき男女とも下界が

35。C代となっている。これらの事実よりしても少

くとも從來の体温より一般に低下を付しているこ

とだけは言えるであろう。

 3） 脈搏よりみたる身休三三につV・て

 一般都内住民の脈回数について60以下の者の

割合だけでなく，現在いかなる弾弓にあるかに：つ

V・てみるべく，性別年齢別の度数分布表を作製し

てみた。これを次の第7表に掲げる。

 ます，回数60’以下の遅脈を示す酋のを性別年

齢別にみると，下表によりあきらかなるごとく，

男子は50歳代が約10％，つV・で，30歳代及び

第7表 性別年令別脈搏度数分布豪
       （男   子）

蘇 数10～9 ・・一・9一・・r291・・一・94・一49座5gl・・一 計

一v 55

55 一v 60

60 一一 65

65 一一 70

70 一 75

75 一v 80

80 N 85

85 ・一一 90

90 N 95

95 ・v 100

100 一v 105

105． 一一 11O

110 一一 115

115 一一 120

120 一一 125

125 一一 130

130 ・一 135

135 ’一

計

 2・
（1．45）

 8
（5．80）

 9
（6．52）

 7
（5．07）

 24
（17．39）

 20
（14．49）

 15
（10．87）

 14
（10．15）

 11
（7．97）

 10
（7．25）

 11
（7．97）

 4
（2．90）

  1
（O．73）

 2
（Z．44）

 ユ38
（100．00）

 工
（O．85）

 1
（O．85）

 6
（5．13）

 9
（7．69）

 12
（10．26）

 22
（18．80）

 18
（15．39）

 6
（5．13）

 工6
（3．68）

 9
（7．69）

 8
（6 ．84）

 5
（4．27）

 2
（1．71）

 1
（O．85）

 1
（O．85）

      1．
    （3．85）

 l l 1
（3．03） i （3．85）

 l l 一
（3．03） 1 一

 6  1 5
（18．18） i （19．23）

 12 1 5
（36．37） i （19．23）

 3 f  6（9．，09） 1 （23．07）

 ？． 1 一． 6

    （23．07）（6．06） 1

 3  1 1 ・
     （3．85）（9．09） li

 1
（3．03）

 3
（9．09）

 1
（3．03）

 1
（3．85）

      33 t 26 117
（io’潤f D’盾潤j ．i aoo．oo） i aoo・60）

 1
（3．．33）

 8
（26．67）

 6，
（20．00）

 4
（13．33）

 5
（16．67）

 5
（16．67）

 1．
（3．33）

 3
・（7．32）

 1
（2．44）

 6
（14．63）

 13
（31．71）

 4
（9．76）

 5
（工2．19）

 7
（17．07）

  1
（2．44）

 1
（2．44）

 30 i， 41
（100．00） i （100． 00）

    1 ．

 1
（7．69）

 4
（30．77）・

 3
（23．08）

 1
，（7．69）

 2
（15．39）

 1
（7．67）

 1
（7．67）

 13
（100．00）

 5
（1．26）

 6
（1．51）

 21
（5．28）

 43
（10．80）

 q
（10．55）

 ，50
（12．56）

 49
（12．31）

 18
（4．52）

 42
（10．55）

 34
（8．54）

 24
（6．03）

 21
（5．28）

 13
（3．27）

 lo
（2．51）

 12
（3．02）

 5
（1．26）

 1
（O．25）

 2
（O．50）

 398
（100．00）

． 20 一一一
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’脈数・一・1・・一1？

  （：女  子）

・・r・9一’ 鴻R14？τ・9』而’－6・一 計

・一 55

55 」v 60

60 一一 65

65 一一 70

70 一一 75

75 ・一 80

80 一一 85

85 一一 ’90

90一り 95

gs ・一一 1，00

100 一一 105

105 ・一一 11，0

Z1O ・一一・ 115

115角・120

120 一一 125

125’リユ30

130 ・． 135

工35■v

  1
（o・ №U）l

a・ Q7）1

（2奄y8）

（5噂 P6）

（3唐y9）

（11．11）

 26
（14．44）’

 28
（15．56）

 20
（11．11）

 19
（10．56）

  5
（2．78）

 工6
（8．89）

  9
（5．00）

  5
（2，78）．

  3
（1．67）

 3
（1．67）

計
 1180
（100．00）

（5．薯、）1

    
．，，．1、，I

  g l

（9．・38）

 12
（12．50）

 17 ．
（17・71）

  7
（7．29）

 12
（】2．50）

 21
（21・88）

  3
（3．12）

  4
（4．17）

  2
（2．08）

  1
て1．04）

 一  i   1
     （O．96）

  4 1 6
（3．92） 1 （5．77）

 12 1 11
（1L．77） i （10．58） i

 14 ’1 23
C13，73） 1 （22．12）’

 15 1 14
C14．71） 1 （13．46）

 20 t 20
（19．61） 1 ct19．23）

 12 1 12
（［11．76） i （11．54）

  7  1 8
（6．86） 1 （7．69）

 9 1 7
（8．82） 1． （6．73）

 6  i 2
（5．88） 1 （1．92）

 2
（1．96）

 1
（O．98）

 96 1 102 i 104’
（100． 00） 1 （100．00） 1 （100．00）

（， ．2，，） i （，．i，） 1

 2 ．1’ 3
（2，41）1 （6．67）1

 10 1 5
（12．05） 1 （11．11）
        F
 7  1 4
（8．43） i （8．89）

 IQn一 」’ 一A一．14

    （31．11）（15．66） i

i6f m1 7’ P
（i9．？8）1 （i5・？6）I

 IZ ．1 一 9
（14．46） i    （20．00）

 13 1 2
（15．66） 1 （4．44）

（，．Z，．，［ ．一 1

  2’i L  ［

（2．41）

  2
（2．41）

  2
（2．41） i

  4
ぐ26．67）

  1 ’

（6．67）

  5
（33．33）

  2
（13．33）

  2
（13．33）

  1
（6．67）

 83 i 45 1 15
（一iO：．9．9－t”1（i－O”P．199？1｛．19－9・eOT）

  3
 （O．48）

  6
 （O．96）

 31
 （4．96）

 44
 （7．04）

 79
（12．64）

 74
（11．84）

 90
． （14，40）

 55
 （8．80）

 50
 （8・OO）

 65
（エO．40）

 41
 （6．56）

 26
’ （4．16）

 23
 （3．68）

  6
 （O．96）

 17
 （2．72）

  9
 （1．44）

  3
 （O．48）

  3
 （O．48）

 625
（100．00）

60歳以上が約8％であって，40歳代では3％余

となっている。また，女子では50歳代の約9．％

が最高にして，次が40歳代の約5％，つv・で，

30歳代の約1％がみとめられる。 これらによっ

て，男子の方が女子よりやや邊脈の発現率が高い

感がある。しかし七，第7表より性別年齢別に各

回均値を求むるに次に示す第8表の如くである。

すなわち，これによってあきらかなごとく，60歳

以上を、除外すれば，年齢の増加に偉v・脈数は減少

してゆき，性別については李均値よりみるも常に

女子が男子より脈数多く，大体0．6～6．0の開き

をみせてV・・ることがわかる。

’4） 血圧よりみたる身体三三

 最：近の一般佳民の血圧低下についてはすでに雫

均値の上から及び個人的な観点から本報告（その

3）におv・て報告せしところであるrかくて今回

は少しく詳細に血圧分布の上から観察を加えてお

こうと恵う。血圧のみに関する調aSV9究の結果は

特に総括的報告をさきに発表したがの，分布につ

いては煩雑をさけ簡略にしたので，こζにその詳

一一 21 一
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第8表 性別年令別脈醇李均値
性隆均値1・一・オh6二・6｛・・一・；［9・一・6「46＝・9－［・・講「一bb」］

測器儲〕：轟：：1：愚：：［1繰：］1錨〕1醤〕

鵬工鍵1〕：選il：薩1：1：lill：1薫ll鷺ll］

細を発表するものである。

 さて，性別年齢別最高及び最：低血圧の各分布を

寸前のものと今回のそれとを，つぎの第1図より

第4図を揚げ，両者を比較検討してみよう。、（職

前¢）ものとしては日吉⑧，一色（g）による昭和7

年より同15年までの調査を用v、た。）

 ます，男子最高血圧分布図をみると第1図（そ

の1）の年齢中央値10歳では，大体において曲

線は10mmのすれがみられる。（その2）の15

歳になると10mmのずれのあるごとに変りはな

いが，本曲線が前述の曲線よりやや低い方へ歪ん

ですれている。（その3）の20歳については（そ

の2）までのずれ方よりAthtPt的に可成り著明とな

り，分布範囲も30mmも守門となりている。（そ

の4）の40歳をみるに，さらに分布範囲が著し

く独少となり，90，100mmのかつては極めて少

なかった部分に今回は相当分布していることがわ

かる。’ iその5）の50歳については，最：高峯の

すれは依然ξして20mmではあるが，今回では

110mmにて牛数近きものが分布してV・るに対し

かつてのそれは110皿mにては約15％程度の分

布に二とどまっている。

 つぎに’女子の最：高血圧にっV・てみよう。第2

図（その1）及び（その2）における10歳及び

15歳につv・ては，大体におV・て男子の凝血と大差

なV、ので記述することをひかえ，（その3）の20歳

につい宅のべる。分布図よりあきらかであるが，

男子では’20歳にいたると若年者より低い方へ多

ぐ分布する檬になるに反して，女子では逆に曲線

のずれが小となる傾向があり，わすかにすれる程

度である。すなわち，性別年齢別の最高血圧に関

しては最も影響少きものといえよう。・（その4）

における40：歳をみるに，40歳になると，：再び男

子：のそれに類似するにいだり，分布範囲は高き部

におv・て50mmも狭少となっておる。（その5）

の50歳におv、ても，男子のすれよりやや少く，

その他は男子のそれと大差なきものである。

 つぎには，最低血圧についてみるに，第3図及

び第4図より一見してあきらかなごとく，最：高血

圧にみられた如き著明なる差はみられず，分布範

囲も同程度乃至，わすかに小となれるものであっ

て，曲線のずれも決して著明なるものでないこと

がわかるであろう。

 即ち，，以上によって血圧分布に関しては一般に

低い方へすれていること，特に最高血圧において

著明であり，最高血圧の高き部におV・て分布が極

めて独少となれ’る事実は見遁し難きものであると

思う。

W 総括並びに結論

茉縮区（旧牛込区）における身体的栄養歌態に

ついて昭和21年5月より同22年8月にv・たる

検診の結果，今回の調査について総括するに次の

如くである。被検者は各項目によりごとなるも全

員1382名である。

 i） 性別症候別栄養歌態

 前記13項目の有症率中休重減少が第1位にし

て約54％，ついで母乳分泌不良の約43％，腱反

射一嘗及び貧血の約29％，月経異常の約27％，

浮腫の約24％，口角炎の約14％がつづき，その

22 一
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他は何れも5％以下の僅少なるものであるb

 性別の差異についてみるに，男子に高率を示す

ものは慢性下痢，ロ角炎，体重減少であり，女子

に高率を示すものは浮臨腱反射消央において最

も著明にして，．これらは男子との間に有意の差を

示し，その他貧血，毛孔性角化症も女子において

高率である，なお，男子の一人当り有症数は1．4

であり・女子は1・9であってO．・5症歌女子の方

が多v・。

 ii）体温測定値につV・てみるに，低体温者即

ち，36℃に達せざるものが非常に多い。しかし

低て体温者の割合は年齢の増加に件い増加してお

り，最小は男子の0～9歳までの2．5％より最大は

男子60歳以上の約、45％にまで達している。また

一方37℃以上の微熱所有者の割合ヵ葺，若青年期

においても極めて僅少に止ることがあきらかであ「

る．。李均値」：りみるときも男子36♂04～36．51。C

の間にあり，女子では36．12～36．4。Cの転たあ

り・測定方法がことなり多少それらの点を考慮に

入れても過去のそれより低くなってV、る。

 iii） 脈搏について観察すると，年齢の増加に短

い虚数は減少しているが，60歳以上では再び増加

の傾向を示している。4均値よりみると，各年齢

群におv・て當に女子の方が脈数多く，大体0．6・）

6．0の開きをみせている。

 iv）性別，年齢別の血圧分布について検するに

10歳，15歳の若年者では男女の差異は少く，大

体職前の分布と比較し曲線は低い方へ10mmの

すれを示している。20歳にいたると，男子では

やや曲線のすれが著明となり，しかも：分布範囲が

独少となるが，女子ではわすかにすれる程度に止

る。さらに40歳以上に達すると，男女とも再び

類似するにv・たり，全体的に低い方へすれること

は勿論，分布範囲が150mm以上の高き部が今回

は極めて少であり，分布範囲が40，50mm程度

も從來より狭少となってV・る。即ち，高血圧が著

しく僅少となれることを示している。最低血圧に

ついても勿論低下はみられるが，最高におけるが

如き著明なる傾向及び特長はみられない。

稿なおわるにあアこ，リ・例日御懇篤なる御平襲御校閲

た賜つ7：吉岡博人敏授に深甚の感謝の意為表する。
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